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W23a 超高光度X線源 NGC 5408 X-1 からのCO分子輝線の検出
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超高光度X線源 (UltraLuminous X-ray source; ULX) は，系外銀河の中心核以外のところに観測される，X線
光度が 1038 erg s−1 を超える非常に明るいX線源である。その正体として，100–1000 M⊙（M⊙は太陽質量）の
中間質量ブラックホールがエディントン光度程度以下で光っているという説と，10M⊙程度の恒星質量ブラック
ホール（あるいは中性子星）がエディントン限界を超えて光っているという説があり，その決着は未だついてい
ない。この議論に終止符を打つ最も確実な方法の一つは，中心天体の周辺にあるガスのケプラー運動を測定して
力学的質量を決めることである。
我々は ALMAの Band 6を使って，NGC 5408 X-1 (距離 4.9 Mpc) に付随する CO(2–1)輝線を検出した。

ULX天体からの分子輝線の検出は（我々の知る限り）初めてである。放射領域はビームサイズより僅かに大き
く，deconvolved image sizeは 14.7± 2.3 pc× 5.6± 4.1 pc（北西から南東にかけてが長軸）であった。積分した
フラックスは 50.5± 4.2 Jy m/s,ピークのフラックスは 34.5± 1.8 Jy/beam m/sであった。Moment 1 (支線速
度) mapを作成したところ，北西側が手前に南東側が奥に動く回転運動を示していた。Moment 2 (視線速度の分
散) の値は放射領域内（∼ビームサイズ内）でほぼ一様で，0.60–0.64 km s−1であった。これがガス雲の回転運
動によるものだとするならば，ケプラー運動を仮定すると中心天体の質量は小さく，10M⊙程度が好ましいこと
が明らかとなった。よって，NGC 5408 X-1 は恒星質量ブラックホールがエディントン限界を超えて光っている
ものであることが強く示唆される。


